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1
法と政治、国際関係の「知」から日本・国際社会を考察、俯瞰する

国際法政学科

求める学生像

■一般選抜（前期日程）
全科目に対してバランスのとれた基礎学力を有することはもちろん、社会情勢を広く認識し、
問題意識をもつために必要な、論理的思考力と外国語能力を十分に身に付けている人を求め
ています。

■一般選抜（後期日程）
社会科学を学ぶための基礎学力を有することはもちろん、社会情勢を広く認識し、問題意識を
もち、それらを論理的に説明できる人を求めています。

■学校推薦型選抜Ⅱ（大学入学共通テストを課す）
人間社会や社会科学への深い関心、柔軟な思考力、
主体的に学ぶ意欲をもった人を求めています。
全科目に対してバランスのとれた基礎学力を有することはもちろん、社会情勢を広く認識し、
問題意識をもち、それらを対話や文書で論理的に説明できる人を求めています。

 研究分野

法学プログラム
 刑法  民法
 行政法  社会保障法
 労働法  民事手続法

政治・国際関係学プログラム
 比較政治学  政治過程論
 日本政治外交史
 行政学  国際関係史
 国際社会学  国際政治学

Admission Policy

人間社会や社会諸科学への深い関心、柔軟な思考力、
主体的に学ぶ意欲をもった人を求めています。

Department of Law, Politics, and International Relations

人文社会
学部

2 人間の考察を中心に、諸問題の解決策を
多角的視点から立案できる人材へ

人間社会学科　

求める学生像  研究分野

哲学プログラム
 哲学  倫理学

心理学プログラム
 臨床心理学  社会心理学

社会学プログラム
 社会学  国際社会学
 社会福祉学  地域福祉学
 マスコミ学  ジャーナリズム

Admission Policy

大学での学びの土台となる基礎学力をもち、多面的な観点から物事を考察し、
多様な人々と協働しながら自分なりの意見をまとめることができる人
 思想・心・社会に強い関心をもち、よりよい生き方・市民社会の発展・生活問題の
解決に貢献したいと思う人
 すべての科目で十分な基礎学力を有し、論理的思考・問題解決能力に秀で、
専門的学問分野・職業に対する目的意識が高く興味関心が明確な人

Department of Sociology and Human Sciences
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3
求める学生像 Admission Policy

琉球・日本・アジアの言語や文化・歴史を学究し専門的知識を深める

琉球アジア文化学科

 研究分野

歴史・民俗学プログラム
 琉球史学  中琉関係史学
 沖縄近現代史学  琉球民俗学

文学プログラム
 日本文学
 琉球文学  中国文学
 朝鮮文学

言語学プログラム
 日本語学  中国語学
 琉球語学

研究対象である琉球アジア言語文化圏（沖縄、日本、中国、台湾、朝鮮半島）の言語、文学、文化、
歴史、民俗などに強い関心と学習意欲を有し、彼我の相違と類似性の面に目を向けつつ主体
的・積極的研究のできる人を歓迎します。
 
具体的には、下記の観点を持った人材を求めます
●専攻分野への強い関心、関連する資料・情報の収集に対する意欲
●収集した資料や情報の整理・分析をとおして独自の視点から意見をもちうる能力
●研究した成果を論理的にまとめて説得力のある発表ができる
　技能習得への強い意欲
●他者との議論や意見交換をとおして多様な見解や価値観を学び、
　内省し、柔軟に修正・改善する姿勢

Department of Ryukyuan and Asian Studies

琉球アジア文化の
最新情報はコチラから︎
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1
国際地域
創造学部

2観光と地域について探究し、
社会で創造的に活躍する人材を育成する

観光地域デザインプログラム

 研究分野

 社会医学・ヘルスツーリズム
 観光社会学・農村社会学・地域社会学
 観光経済・統計学
 景観計画論
 保全生態学・生物人類学
 地域・環境教育論
 観光経営学
 観光心理学
 旅行者行動論

本プログラムは、グローバル化が進展する中、持続可能な開発に資する人材、高い学士力を身
に付け現代社会で創造的に活躍できる人材を育成することを目的とします。
観光地域デザインプログラムとは、ビジネス、政策、資源管理、地域開発など様々な領域から学際
的に「観光」「地域」「観光と地域の関係」、あるいはそれらの成り立ちや振興を考える学問領域で
す。本プログラムでは、サステナブルツーリズム（持続可能な観光）のコンセプトを基盤に、「観光
ビジネス＆ウェルネス」「観光地開発」「地域資源マネジメント」を核とした専門科目を提供し、上
述の成り立ちや振興を探究していきます。

Tourism Sciences

「経営」の学びを通して、目標に向かって
積極的に行動できる人材を育てる

経営プログラム

 研究分野

 マーケティング論
 経営組織論・メディアダイナミクス
 ファイナンス論、財務管理論
 流通システム論
 キャリア論、組織行動論、
  サービスマネジメント論
 経営戦略論  人的資源管理論
 財務会計  持続可能な観光開発
 会計学  管理会計論
 中小・ベンチャー企業論
 技術経営  知識経営
 消費者行動論  市場調査論

「経営」と言うと、会社の社長さんや部長さんの仕事で自分とは関係ないことだと思っていませ
んか?
確かに「経営」とは会社という組織を仕切る仕事を指す場合が多いかもしれません。しかし、

「経営」という言葉の意味はとてもシンプルです。それは、「目的を達成するために、継続的計
画的に意思決定を行い、実行に移す(大辞泉より引用)」ということです。こう考えると、「経営」
という言葉の距離がかなり近くなったのではないでしょうか？例えば自分の所属するサークル
やクラブを強くしたり、人々に注目されるようにするのも経営です。あるいは、将来なりたい自
分がいて、それを目指して今からどのような筋道をとればその目標に辿り着けるかを考えるの
も経営です。

「経営」の出発点として、まずは目指すべく魅力的な目標を設定することが必要となります。そ
れは自分だけが享受できるメリットを考えることでもあります。そして、目標に向かって進むに
は、行動に移すためのエネルギーが欠かせません。そのエネルギーとは、自分のやる気、能力、
人脈、使える道具や資材、資金、知識、ノウハウなどです。突き進むエネルギーを無駄なく運用
することのできる人材になって下さい。

Management
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3
国際地域
創造学部

4経済について幅広く学び、
経済学の視点から社会の現状を捉え、解決する力を

経済学プログラム

 研究分野

 金融論
 経済政策
 財政学
 ミクロ経済学
 計量経済学
 社会政策
 国際経済学
 開発経済学
 日本経済史
 マクロ経済学
 データサイエンス、社会・経済物理学
 西洋経済史

ビッグデータ、人工知能(AI)、モノのインターネット(IoT)といった新しい技術が次々と生み出
され、社会は刻一刻と変化し、人々の生活にも大きな影響を及ぼしています。こうした技術が生
み出される源は何なのでしょうか？社会は今後、どのように変化していくのでしょうか？そうした
中で、私たちはどのように行動していけばいいのでしょうか？
経済学を学ぶことで、社会の現状を理解し、その変化の方向を予測し、そこから得られた知見
をもとに判断し行動することができます。経済学プログラムでは、基礎的な内容から応用理論
に至るまで、歴史(経済史)や政策(社会政策、経済政策)も踏まえながら、経済について幅広く
学ぶことのできるカリキュラムを提供しています。また、データを活用した統計分析(計量経済)、
社会に出た上で、役立つスキルや実践力の習得(実践経済学)にも力を入れています。経済学
の視点から社会を捉えることで、社会の仕組みを理解し、地域の抱える問題点を見出し、適切
な解決策を提案できるような、そんな人材を目指しませんか。

Economics

　

言語、文学、文化の専門的な授業と、
高度な外国語運用能力の養成を目指す

国際言語文化プログラム

 研究分野

 アメリカ文学・文化 
 ジェンダー研究
 英文学・イギリス文化  言語学・英語学
 社会言語学・言語政策  形式意味論
 琉球語  応用言語学・第2言語習得論
 英語教育学  コミュニケーション学
 異文化コミュニケーション
 非言語コミュニケーション  談話研究
 ドイツ文化・歴史  ドイツ語学・教授法
 ドイツ文学・音楽・芸術 
 フランス文学・文化
 フランス語学・教授法  スペイン文学
 スペイン語圏歴史・文化・社会
 ヨーロッパ研究・EU研究
 日本語学・日本語教育学
 日本文化  国際事情

国際言語文化プログラムは、英米、ドイツ、フランス、スペイン語圏の言語、文学、文化を包括的
かつ専門的に学びたい学生や、日本語や日本事情について学びたい外国人留学生のためのプ
ログラムです。
本プログラムの学生は、言語、文学、文化の専門的な授業や、ネイティブ・スピーカーの先生によ
る授業、留学生との交流、そして英語圏やヨーロッパでの研修などを通して、高度な外国語運
用能力の養成をめざします。英語には、昼間主コースのほか、社会人や働く学生も学ぶことが
できる夜間主コースもあります。また、本プログラムは、沖縄で唯一、ドイツ・フランス・スペイン
語圏の言語、文学、文化について専門的に学ぶことができるプログラムでもあります。
自分の選んだ言語の習得を通して、その文化や社会を深く知り、世界の人々と自由自在に対話
する力を習得できたら、それまで遠いと思っていた「世界」は案外あなたの身近にあることを実
感できるでしょう。

Global Languages and Cultures　　　　　　　　　　
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5 資料解読やフィールドワークを通して、
「地域」や「文化」について総合的に学ぶ

地域文化科学プログラム

 研究分野

 人文地理学
 自然地理学
 日本近世史
 東洋史
 西洋史
 考古学
 民俗学
 社会人類学

地域文化科学プログラムでは「人間」について、空間、時間、文化とのかかわりから学ぶことが
できます。ただし、単なる理論だけでなく、古文書や図像などの史料解読を通して、さらに巡検
や現地調査・発掘、聞き取り、参与観察などのフィールドワークを通して学べるプログラムです。
またGISなどの地図に関するスキルも身につけることができます。
本プログラムは、複雑・緊密化する世界を地理学、歴史学、人類学の最新の研究成果をもとに、総
合的に理解することを目指しています。史料に親しみ、フィールドに出かけ、人類が培った我々へ
のメッセージ、現代に生きる人々の多様な暮らし方、さらにそれらが置かれた環境などについて
考えていきませんか。

Geography, History and Anthropology

 歴史教育
 博物館学



2423 UNIVERSITY OF THE RYUKYUS 2024 UNIVERSITY OF THE RYUKYUS 2024



2625 UNIVERSITY OF THE RYUKYUS 2024 UNIVERSITY OF THE RYUKYUS 2024

工
学
部

工
学
部

医
学
部

医
学
部

理
学
部

理
学
部

教
育
学
部

教
育
学
部

国
際
地
域
創
造
学
部

国
際
地
域
創
造
学
部

人
文
社
会
学
部

人
文
社
会
学
部

農
学
部

農
学
部

教育学部

1
学校が抱える教育の多様な課題に向き合い、
柔軟かつ力強く対応する専門家の養成に向けて

学校教育教員養成課程

求める学生像 Admission Policy

本学部は、1課程（学校教育教員養成課程）3コース(小学校教育コース・中学校教育コース・特別支援教育コース）から成ります。
学校教育教員養成課程では教育という営みの本質を学びつつ、主として学校教育に関わる今日的な問題に真剣に取り組もうとする、次のような
人材を求めています。

●教員として主体性をもち、子ども及び社会と関わっていきたい人
●教育の理論と実践を広く深く学ぶ意欲のある人
●高等学校での基礎学力を身に付け、思考力・判断力・表現力をもつ人
●沖縄の歴史的・環境的・文化的・社会的特性を活かしながら、グローバルな視点に立って教育活動に携わりたい人

Elementary and Secondary School Teacher Training Program

4 年間の学び
これらは教育学部で学べる科目のほんの一例です。ここに書かれている以外にも、
各専修からさまざまな科目が提供されています。

教育について
多角的に学べる科目

小学校教育コース

小学校教員に
なるための科目

中学・高校教員に
なるための科目

子どもを
知るための科目

中学校教育コース

教職実践系の科目

特別支援教育コース

■教職入門
■教育原理
■教育課程
■教育方法
■教育心理学
■特別の支援を必要とする
　多様な子どもへの理解と支援
■総合的な学習の時間の
　授業づくり
■教育におけるICT活用
■特別活動論
■生徒指導論
■教育相談
■学校カウンセリング
■道徳教育の理論と実践
■教育社会学
■学校社会学
■離島・へき地教育概論
■子どもと多言語・多文化教育
■新聞活用講座
■平和教育学概論

学校教育専攻
教育実践学専修

実 践と理 論を往 還 的に
学ぶ機会を繰り返し提供
し、そこで得た学修の成
果を子ども一 人 一 人に
対 応 還 元できる指 導 力
にまで高め、児童の豊か
な「学び」の創造に結び
つけていきます。

■国語概説
■初等国語科教育法
■社会科要説
■初等社会科教育法
■数学概論
■初等算数科教育法
■自然科学概論
■初等理科教育法
■音楽
■音楽科教育法（小・中）
■小専美術
■図工科教育法（小・中）
■体育
■初等体育科教育法
■家庭
■家庭科教育法（小・中）
■外国語
■初等外国語教育法
■生活科教育概論
■初等生活科教育法

学校教育専攻
子ども教育開発専修

学校に留まらず家庭や地
域など「場所」での子ども
との関わりから自己を問
う体験を通し子どもの専
門的理解をめざします。子
どもたちの生活世界の中
にある学校づくりを支え
る教育実践を創出します。

■国語科教育法
■日本文学概論
■社会科教育法
■日本史概論
■数学科教育法
■代数学序論
■理科教育法
■物理学実験
■音楽科教育法（中・高）
■音楽理論基礎
■美術科教育法（中・高）
■美術理論・美術史基礎
■保健体育科教育法
■生理学・運動生理学
■技術科教育法
■基礎製図
■家庭科教育法（中・高）
■食物学
■英語科教育法
■英米文化概論

教科教育専攻
各教科教育専修

実践的指導力(授業力)の
支えとなる教材への解釈
力と教材からの展開力を、
専門系・教育系学修のス
パイラルにより身につけ
ます。また、実際の授業
現場を観察・経験する機
会を多く提供します。

■子どもの世界・学びの世界
■理解と表現の基礎的スキル
■小学校教育フィールドワーク
■小学校教育研究法
■子どものからだと動き
■子どもと生活のなかのことば
■乳幼児教育学
■子どもと自然体験活動
■子ども読書論
■特別支援教育概説
■知的障害者の心理・生理・病理

教科教育専攻
各教科教育専修

小・中学校を見通し、探求
する喜びを育む「学び」を
構想できるよう専門性を
高め、多くの現場体験を通
して発達段階や生活環境
など諸問題への認識と、教
科の壁を越え同僚と協働
できる姿勢を習得します。

■教職体験Ⅰ
■教職体験Ⅱ
■介護等体験指導
■学校教育実践研究
■小学校教育実習
■中学校教育実習
■特別支援学校教育実習
■幼稚園教育実習
■高等学校教育実習
■教職実践演習
■教育実践フィールドワーク
■教職インターンシップ
■模擬授業

特別支援教育専攻
特別支援教育専修

特別支援教育に関する基
礎的・基本的知識を身に
つけるとともに、少人数の
演習形式の授業やボラン
ティア活動により、一人ひ
とりの事情に即した臨床
的な実践力を獲得します。

課程 学校教育教員養成課程

小学校教育コース

学校教育専攻 教科教育専攻

■国語教育専修
■社会科教育専修
■数学教育専修
■理科教育専修
■音楽教育専修
■美術教育専修
■保健体育専修
■技術教育専修
■生活科学教育専修
■英語教育専修

■国語教育専修
■社会科教育専修
■数学教育専修
■理科教育専修
■音楽教育専修
■美術教育専修
■保健体育専修
■技術教育専修
■生活科学教育専修
■英語教育専修

特別支援教育コース

特別支援教育専攻

中学校教育コースコース

専攻

専修

■
教
育
実
践
学
専
修

■
子
ど
も
教
育
開
発
専
修

■
特
別
支
援
教
育
専
修

合同カリキュラム
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求める学生像 Admission Policy

現代社会を支える情報・科学技術の発展を担う
数学の専門家を養成するための教育を展開

数理科学科
Department of Mathematical Sciences

 研究分野

 代数幾何学  位相幾何学
 作用素環論  確率論  関数解析学
 特殊関数論  表現論  数理統計学
 整数論  双曲幾何学  大域解析学 
 暗号理論  組合せ論

数理科学科では教育理念に基づいて、次のような人を求めています。

●基礎的な数学の知識・思考力を備えている人
●未知の数学に対する好奇心が旺盛である人
●強い勉学意欲をもち、積極的に数学を学び、
　修得した知識や技術等を社会に役立てたい志のある人

高校で学ぶ三角関数や微分積分は医療機器であるCT
スキャンに応用されています。インターネットの暗号通
信には整数論や符号理論が使われています。確率論は
経済学に応用され、保険数理人(アクチュアリー)になる
には統計や確率の学修が必須です。このように、現代
社会を支える情報・科学技術の運用には“大学で数学を
修めた人材”が必要不可欠とされており、数理科学科
ではコンピュータ関連をふくむ広範囲な分野の数学が
学べるようになっています。

また、数理科学科では中学校や高校の数学
教員の養成も目標のひとつにしており、生
徒が抱きがちな「なぜ数学を学ぶのか?」
という疑問に向きあい、答えることができ
る教育理論の修得にも注力しています。
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求める学生像 Admission Policy

物質・素粒子・宇宙から大気圏・水圏・岩石圏まで、
物理系と地球環境系の各分野に広がる専門学修

物質地球科学科
Department of Physics and Earth Sciences

 研究分野

  海洋物理学
  海洋微古生物学  気象学
  海洋環境地学
  岩石鉱物学  地震学
  古生物学

物理系では教育理念・目的に基づい
て、次のような人を求めています。

●基礎学力を備え、科学的好奇心
に富み、探究心や勉学意欲の
強い人

●科学的な基礎知識や思考法を
学び、それらを社会人として生
かしたい人

●物理系の勉学を基に、広い意味
での科学者として自らを磨く人

地球環境系では地球と海洋に関
する自然現象に興味をもち、意欲
的に地球科学の知識を身に付け、
探究心に富む人を求めています。
特に熱帯・亜熱帯域の島弧や海洋
で起きている自然現象に興味の
ある人を求めます。

※地学系は2024年度から地球環境系へ名称変更します。

物理系 物理系地球環境系 地球環境系

 研究分野

  物性理論  宇宙物理学
  素粒子論  数理物理学
  固体物理  凝縮系物理

物理学には物質の電気的、磁気的、光学的な性質などを研究する物
性物理学、素粒子とその運動法則を探求する素粒子物理学、宇宙を
対象とする宇宙物理学などの分野があります。物理系ではそういっ
た分野の基礎が学べる科目を配置し、物理学を体系的に理解して
いきます。

上空の大気圏、海洋を主とした水圏、地上・地下の岩石圏、これらで
の現象について、地質学・物理学・化学・生物学などの手法を用いて
研究します。また、海に囲まれた亜熱帯島嶼という沖縄の特性を活
かし、琉球島弧や周辺の海底の地質とその成り立ち、火山・地震の
活動、サンゴ礁海域の地学的環境問題、黒潮、亜熱帯気象、台風な
どが研究できるのも特色のひとつです。
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求める学生像 Admission Policy

亜熱帯島嶼・海洋地域の特性を活かした教育により、
人と自然の共生に寄与する人材を育む

海洋自然科学科
Department of Chemistry, Biology and Marine Science

化学系では琉球大学の求める学生像に従い、自然を化学の目を通
して見ることに興味を持ち、本系が提供する教育カリキュラムで修
得した知識や技術等を社会に還元し、学術研究の後継者、産業界を
リードする技術者及び化学の教育を担う教師のみならず教育界の
リーダー的存在となる人材を求めています。したがって、化学系で
は次のような資質を持った人を求めています。

●物質や自然環境の成り立ちについて興味を持っている人
●化学を学ぶための基礎知識を備えた人
●修得した化学の知識や技術等を社会に役立てたい人

■一般選抜
上記の基本方針に基づき、基礎的な学力と思考力を備え、琉球大学
で学ぶ強い意志を有し、本系で修得した知識や技術等を社会の役
に立てたいという意欲のある人を求めています。

■学校推薦型選抜Ⅱ（共通テストを課す）
上記の基本方針に基づき、一般選抜と同等の基礎学力を有し、
自然を探求することに意欲的な人を求めています。

生物系では、地域国際社会で生物学が果たすべき役割を視野に入
れながら、琉球列島の豊かな自然環境がもつ特色を最大限に生か
し、多様な生命現象とその根底にある基本原理の理解を目指した
教育・研究を行っています。こうした理念のもと、生物系では次のよ
うな人を求めます。

●多様な生命現象と生物を取り巻く自然環境に興味をもち、深く学
びたいという意欲のある人

●自らの目標に向かって主体的に物事を考え、積極的に行動できる人
●生物学を学ぶために必要な基礎知識を備えている人

学校推薦型選抜Ⅱ（共通テストを課す）では、これらに加えて、
海洋の生物資源にも興味のある人を求めています。

化学系 生物系

物理化学、有機化学、無機化学、分析化学、海洋化学を学び、多様な
物質の反応や構造、機能を分子科学的に学びます。また、物質の物
性や構造、水素エネルギー、化学センサー、新規物質の創成に関す
る基礎研究、越境物質の大気化学など亜熱帯島嶼・海洋の地域特性
を活かした研究を行います。

琉球列島の自然環境を活かし、多様な生命現象と基本原理の理解
をもって、さまざまな分野で生物学の学識と技能を発揮する人材を
育成します。またサンゴ礁・島嶼生態系の包括的な理解と保全をめ
ざした研究を進め、生物多様性と生命現象の基本原理解明に向け
た多角的・総合的研究を展開します。

化学系 生物系

 研究分野

  錯体化学  水素貯蔵材料化学  海洋天然物化学  界面化学
  分析化学  環境化学  地球化学  物理化学  有機化学
  光化学・有機物理化学  無機化学  有機合成化学  有機金属化学　
  機能材料化学・電気化学  天然物化学  海洋無機化学

 研究分野

  サンゴ礁学・生理生態学・海洋環境学  魚類学
  サンゴ礁生物生理学  動物生態学  植物細胞生物学
  魚介類分子遺伝生態学  植物系統進化学  藻類細胞生物学
  分子生理学  植物生態学  海洋生態学
  海洋無脊椎動物学(生態・形態・系統分類学)  環境生理学
  藻類学  頭足類学・動物行動学  進化生態学
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求める学生像 Admission Policy

■一般選抜
●地域医療に貢献するための県民・地域住民意識をもてる人
●生命現象や国内外の医学・医療に強い関心がある人
●責任感が強く、人の身になって考え、行動できる人
●常に自己点検を行い、自己啓発ができる人
●創造性に富み物事を理論的に整理・展開できる人
●医学を学ぶ基礎学力を有する人
●主体性をもって多様な人々と協働して学ぶことができる人

■学校推薦型選抜Ⅱ（共通テストを課す）（地域枠、離島・北部枠）
●沖縄県の地域医療に貢献するための
　県民・地域住民意識をもてる人
●地域の要請が高い診療科を選択し、
　診療科偏在の是正に貢献できる人
●生命現象や国内外の医学・医療に強い関心がある人
●自分の置かれた社会的・地域的立場をしっかり意識できる人
●学習意欲の維持並びに自己学習ができる人
●主体性をもって多様な人々と協働して学ぶことができる人

高度な学術能力に豊かな人間性を兼ね備え、
人々から信頼される医師を育む

医学科
School of Medicine

医学科は医学に関する専門の知識と技術を修得すると共に高い倫理性を身につけ、医学・医療の進歩や社会的課題に柔軟に対
応できる医師や研究者を育成することを目的としています。加えて、沖縄県の自然的・地理的、および歴史的な特性をふまえ、
島嶼環境における地域完結型医療の構築に努めます。また、国際性豊かな医学部・医学科として、アジアを主とする諸外国・地
域との学術交流を通じ、国際医療に寄与することもめざします。
あわせて入学試験も通常の「前期・後期」の他、「学校推薦型選抜(地域枠)」と「2年次特別編入学(学士入学5名)」の計3種類を
実施、多様な個性が切磋琢磨しあう環境を提供しています。

■医学科は基礎系と臨床系の分野が有機的に関連しつつ教育・診療・研究の体制を整え、6年間の一貫教育を行います。
■4年次1学期までは基礎医学系、臨床医学系の基礎的知識の修得、実験、実習が主となり、4年次2学期から患者さんを対象とした
　臨床実習を指導します。
■5年次の総合試験Ⅰ、6年次の総合試験Ⅱ、Ⅲを経て医師国家試験を受験します。これに合格して初めて医師となりますが、
　2年間は初期臨床研修が義務づけられています。
■その際、各診療科は他の教育関連病院や地域医療施設と協力して卒業生の研修を指導します。
■研修後、多くは大学病院や他の病院の臨床医として、さらに研鑽を重ねます。医学の知識を活かして医系技官等に進む道もあります。
■また、臨床や生命科学、社会医学の発展をめざして研究に取り組む卒業生も多く、そのために大学院博士課程へ進学するのも
　選択肢のひとつです。

1年次 2年次 3年次 4年次 5・6年次

共通教育科目と
専門教育を

並行して学ぶ

共通教育科目と並行して
専門教育もスタート。前
期は分子細胞生物学な
ど医学の基礎知識・最新
医学トピックを学びます。
早期体験学習を経て後
期は、人体の構造と機能、
解剖学実習など基礎医
学を学びます。

なぜ病気になるのか
メカニズムを

理解する

微生物・免疫学、薬理学な
どの基礎医学講義・実習
を通じ病気が発生するメ
カニズムを学びます。後
期には臓器別・部位別の
臨 床 講 義が始まります。
医学外国語では論文情報
収集・解析法を学びます。

医学全体を
俯瞰できる力を

養う

3年次は、臨床医学系講
義に加え、離島地域病院
実習と12月から基礎教
室を中心とした医科学研
究に取り組みます。教室
で国内外の研究室の紹介
を受け、医学研究を深め
る制度も用意しています。

臨床実習のための
共用試験に挑む

前期は臨床推論、基本的
臨床手技を学びます。衛
生学・公衆衛生学など医
療学総論を受け、臨床実
習実施前に標準評価試験
として共用試験を実施し
ます。試験合格者は後期
より臨床実習に臨みます。

多様な実習を経て
医師国家試験合格を

目指す

各診療科病院実習、内科
などプライマリケアを中
心にクリニカルクラーク
シップに臨み、医師業務
に近い実習に参加します。
総 合 試 験などに合 格し、
卒業見込みとなれば医師
国家試験を受験します。
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求める学生像 Admission Policy

本学科は看護、臨床検査、国際・地域保健等の分野でリーダーシップを発揮し、活躍できる人材の育成を目指します。
そのため、以下の資質を備えている人を求めています。

●生命科学、保健・医療・福祉に強い興味と関心をもち、主体的に学ぶ意欲のある人
●生命を尊重し、相手の身になって行動できる人
●自らの目標に向かって自己啓発し、多様な人々と協働ができる人
●論理的に物事を考え、科学的に解決する意欲のある人

入学後に行う看護学か検査技術学のコース選択により、
地域や国際社会に貢献する保健医療福祉の専門職者へ

保健学科
School of Health Sciences

保健学科は、生命尊重の倫理観、科学的根拠に基づく実践力を有する看護師や臨床検査技師など
の保健医療福祉の専門職者、および研究者・教育者の育成を目指しています。保健医療福祉の分野
が対象とする国際社会や地域、個人には、多様な歴史背景、価値観、健康に関するニーズがあるこ
とから、生命倫理だけでなくこれらの問題にも対応できる人材を養成するための専門的な教育も
充実させています。さらに保健医療福祉の専門職者に不可欠な生涯にわたる学習ができるよう、学
生の自主性、思考力、探求力、問題解決能力を高める取り組みも行っています。入学試験では「前
期・後期」のほか、「学校推薦型選抜」、「帰国生徒」、「私費外国人」の計4種類を実施し、多彩な人材
の獲得にも努めています。このように保健学科では、多種多様な学生がお互いを高めあいながら、
日々研鑽を積んでいます。

1 年次 2 年次 3 年次 4 年次

主に大学の共通教育等科目を履
修します。

「看護学コース」と「検査技術学
コース」にわかれ、それぞれの専
門科目を学修しながら病院、地域、
学校などで臨地実習を行います。

3・4年次は各自が興味のある研究室で教員の指導を受けて卒業研究に
取り組みます。なお保健学科では看護師、保健師、助産師、臨床検査技師
の国家試験受験資格の取得の他、養護教諭や健康食品管理士の養成も
行っています。

■生命倫理学や解剖学・組織学、
生理学、保健福祉政策論、保健関
係法規等を実施。

■疫学、薬理学、免疫学を実施。 ■卒業研究に取り組む。 ■卒業研究に取り組み、後期の発
表後は各自、国家試験の準備を本
格化する。要望に応じて、教員によ
る国家試験対策授業を実施。

■第2クォーターに看護学概論、
第4クォーターに生活援助看護技
術Ⅰおよび生活援助看護技術実習
Ⅰを病院で実施。

■症候病態論、小児・母性・成人・高
齢期等の看護師に必要な科目を
実施。保健師や養護教諭の希望者
を対象とする選択科目・教職科目
を開始。

■小児・母性・成人・高齢期・精神・在
宅看護学、緩和ケア論等の看護師
に必要な科目を実施。第4クォー
ターに在宅・母性看護学臨地実習
を実施。

■第1・2クォーターに小児・精神・
成人急性期・成人慢性期看護学実
習等の看護師に必要な臨地実習
を実施。第3・4クォーターに助産
師、保健師、養護教諭に必要な臨
地実習を実施。

■臨床血液学、臨床検査総論、病
態生理学、医用電子工学、保健統
計学等の臨床検査技師に必要な
科目を実施。
■食品衛生学など、健康食品管理
士希望者を対象とする選択科目
を実施。

■臨床微生物学、臨床病態学総論、
臨床生理学Ⅰ・Ⅱ、保健技術学実習Ⅰ・
Ⅱ等の臨床検査技師に必要な科
目を実施。

保
健
学

共
通
科
目
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護
学

コ
ー
ス

検
査
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術
学

コ
ー
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1 従来の機械システム工学を学びつつ、
次世代の“ものづくり”におけるスペシャリストを養成

機械工学コース

 研究分野

  金属疲労  無機材料  流体計測
  バイオディーゼル  材料の損傷検知
  超音速流れ  マイクロバブル  燃料電池
  数値シミュレーション  衝撃波
  熱物質移動工学  パソコンの冷却
  ゴムの力学  ジェットエンジン  太陽熱利用
  知的制御
  亜熱帯資源(バガス、月桃等)を用いた複合材料
  数値流体力学  海水濃縮技術
  自動車の自動操縦  乱流制御
  エネルギーの有効利用  海洋ロボット
  高分子工学  流れの可視化
  内燃機関（エンジン）工学  ロボット制御

機械工学コースでは、ものづくりに関する科目を初年次から体系的に学んでいくことが
可能で、材料力学、機械材料および加工学、流体力学、熱力学、機械制御などの広範囲に
およぶ機械工学の基礎を学び、多様な分野への応用ができるようになっていきます。
機械工学はあらゆる産業の基幹となり、就職先からのニーズも高く、卒業生はさまざまな
分野で活躍しています。グループワークによる実践的な科目を通じ、コミュニケーション、
問題解決、自立した“ものづくり”能力を育むことができます。

Mechanical Engineering Program
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2 さまざまな分野のエネルギー環境問題を
総合マネジメント力で複合的に解決できる知識と技術を学ぶ

エネルギー環境工学コース

 研究分野

  流動及び熱・物質移動工学  材料力学
  相転移論  数理工学  塑性力学  制御工学　
  材料加工学  流体工学  熱力学
  ナノ熱流動  水素エネルギー
  燃料電池  海水淡水化

エネルギー環境工学コースは、将来のエネルギー供給や環境保全・共生など、私たち
が生きていくうえで重要な課題となっている、いわゆるエネルギー環境問題を機械・電
気工学という学問によって解決しようとする人材を育成します。
環境に配慮した材料などの専門的知識を駆使し、効率的なエネルギー変換や制御、環
境負荷を低減する技術の開発を行い、さまざまな分野での利用へとつなげていける統
合マネジメント力とコミュニケーション基礎能力のある技術者にまで成長することをめざ
します。

Energy and Environment Program

工学部

3 再生可能エネルギーやスマートヘルスケア、
私たちの豊かな暮らしを電気システムでもっと豊かに

電気システム工学コース

 研究分野

  磁気工学  電力システム工学
  プラズマ工学  電力工学  電気機器工学
  制御・システム工学  ロボティクス
  生体医工学  大気電気学

電気エネルギーは私たちが暮らす社会では必要不可欠です。しかし今、環境問題解決
のために電気エネルギーのあり方を変える技術が求められています。
電気システム工学コースでは、再生可能エネルギー、新電力システム・スマートグリッド、
ロボット、スマートヘルスケアなど社会のニーズに応えられる電気工学や工業数学、シ
ステム工学の専門知識を学べます。また幅広い教養と語学を習得でき、コミュニケーショ
ン能力を育みます。 電気主任技術者、電気工事士などの資格取得も可能です。

Electrical and Systems Engineering Program
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4 すべての産業基盤となる技術を習得・実践し、
安全・安心・健康で豊かな社会を実現する技術者を育成

電子情報通信コース

 研究分野

  無機・有機電子デバイス
  VLSI設計・組み込み技術
  情報通信技術  情報処理・解析技術
  計測技術  光計測工学  画像工学
  コンピュータアーキテクチャ

電子情報通信コースでは、すべての産業を支える基盤技術である電子情報通信技術に
ついて学び、高度な専門知識を身につけ、新たな応用分野を切り拓くことができる人材
育成をめざしています。
持続可能な社会を実現するには、発電、組込、計測、高速大容量の情報通信技術等の開
発が今まで以上に重要です。また最近では、さまざまな機器がインターネットに接続され、
新しい社会変革が始まっています。
当コースでは、これらの技術を幅広く体系的に学べる実践的なカリキュラムを用意して
います。

Electronic and Communication Engineering Program

工学部

5 自然環境調和型の社会基盤づくりと
環境問題の解決に貢献できる専門技術者を育成

社会基盤デザインコース

 研究分野

  災害リスクマネジメント  景観計画
  海岸工学  海洋環境  河川工学  流体力学
  岩盤工学  地盤環境工学
  鋼構造工学  腐食防食  維持管理工学
  建設材料学  コンクリート工学  計算力学

社会基盤デザインコースでは、亜熱帯性・島嶼性・海洋性の地理的特性を活かし、自然環
境に調和した空港や道路、橋、鉄軌道など公共交通システムや、地域の観光リゾート産業
を支える持続可能な社会基盤を創り、気候の変動や新エネルギー開発に関わる海洋・海
底資源の開発、防災、減災、環境保全などのグローバルな諸問題解決に貢献できる専門
技術者を養成します。
持続可能な社会基盤をデザインするために必要な多面的な視点から計画・設計・建設・維
持管理までを体系化した専門知識を修得できます。　

Civil Engineering Program
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6 人・社会・自然の共生を図り
国内外で活躍できる建築技術者を育成

建築学コース

 研究分野

  建築デザイン  建築計画  都市計画
  地域生活空間  環境工学  建築設備
  建築材料  建築施工  建築生産
  建築構造  耐震工学  建築防災工学

建築学は、人間が安全・安心・豊かに生活するための生活空間を築く知識と技術の体系で
す。自然災害への理解、風雨が建物に与える影響、建築材料の知識、丈夫な建物をつくる
技術が必要です。快適な建物を実現するために、人と環境の関係から空気やエネルギー
の流れを考慮します。さらに文化的側面や、都市計画まで包括します。
建築学コースでは沖縄の特色ある自然、文化、社会のもとで地域に根差した建築を探求
しながらも、普遍的な技術を習得し、国内外で活躍できる建築技術者を養成します。

Architecture and Building Engineering Program

工学部

7 より良い情報社会実現のために
高度な技術と柔軟な発想力・温かな人間性を備えた人材を育成

知能情報コース

 研究分野

  データサイエンス  情報メディア工学
  人工知能  創発知能ロボット工学
  ディジタル通信システム
  ネットワークシステム情報工学
  生体情報システム
  複雑系工学  システム数理
  ネットワークモデリング・制御  並列計算
  ネットワークセキュリティー
  ハードウェア記述言語
  ディジタルシステム設計  知的信号処理
  HCI(Human-Computer Interaction)
  xR  BodySharing

 「情報通信産業の高度化・多様化」が沖縄県策定の「沖縄21世紀ビジョン」構想実現にお
ける大きな原動力として期待されています。
本コースでは、①コンピュータシステム②コンピュータ応用（ロボット・人工知能等）③情
報通信の3分野に加え、④データサイエンス（ビッグデータ収集分析等）⑤ネットワークセ
キュリティという新しい2つの分野の研究環境も充実しています。
世界的競争力のあるイノベーションを創出できる技術者、高い技術力、柔軟な創造力と
温かな人格を備えた人材を育成します。

Computer Science and Intelligent Systems Program
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1
求める学生像 Admission Policy

 研究分野

  森林政策学  森林経済学
  農業経済学  農業市場学
  花卉園芸学  蔬菜園芸学　
  植物育種学  家畜栄養学
  家畜管理学  熱帯植物栽培学
  緑地管理学  里山環境学
  畜産学・草地学  森林計画学

持続的食料自給システム、都市と農山村との循環型社会、農業政策
学、農産物流通学、森林政策学、森林環境経済学、アグリビジネス論、
比較林政学、森林経営計画学など。

亜熱帯地域に適応した植物育種の展開、未利用植物資源の開発及
び持続的生産技術の構築、基礎遺伝学、熱帯果樹園芸学、蔬菜園芸
学、鑑賞植物園芸学、植物開発学演習、園芸学実験など。

家畜生産を通じた地域資源循環型農業、熱帯畜産論、家畜飼料学、
家畜環境管理学、家畜行動管理学、家畜衛生管理学実験など。

フィールドを活用した動植物生産、人間と動植物の多面的関係を通じ
た新たな農林共生、緑化修景施工論、園芸福祉学概論、作物栽培環境
学、畜産共生技術論、畜産周辺関係学、森林ツーリズム論、森と人間の
文化論、森林情報計測学など。

農学部

2
求める学生像 Admission Policy

 研究分野

  作物学  作物生理学
  植物病理学  植物ウイルス病学　
  植物線虫学  家畜育種学
  家畜繁殖学  動物機能形態学　
  家畜ゲノム科学  家畜生理学
  造林学  樹木生理・遺伝育種学
  森林生態学  森林水文学
  総合流域管理  森林保護学
  生態学・環境学  植物栄養学
  進化生態学  土壌学
  保全生物学

植物の生理・生態的特性を基礎にした効率的な作物生産、地域特有
の有用作物の栽培手法とその利用、植物に発生する各種病害（ウイ
ルス、カビ、線虫など）の同定・診断、発生・生態と環境に配慮した各
種防除法に関する専門的知識を修得します。

森林生態系や都市緑地の保全と持続的な森林資源の利活用、自然
環境に配慮した森林造成、環境負荷の少ない循環型林業の実践、森
林や都市の樹木の病害防除、自然災害の軽減と流域等のリスク管
理に関する専門的知識を修得します。

熱帯・亜熱帯で飼われている動物を対象に、環境との相互作用の視
点から動物の遺伝育種・繁殖・生理・形態などの特性解明と技術開発
に関する専門的知識を修得します。

昆虫を主とする野生動物と土壌環境の特性・機能の解明と利用技術
に関する専門的知識を修得します。

国際的視点から地域の農林水産業の振興を促す人材や
農業と地域社会の共生の仕組みが構築できる人材を育成

亜熱帯地域農学科
Department of Subtropical Agro-Production Sciences

沖縄の亜熱帯島嶼性という環境で学ぶことを望み、農学分野の技術開発及び研究等を行う専門家とし
て国内外で活躍することを志し、その学習のために必要な基礎学力を有し、主体的に学習に取り組む
態度を身に付け、広い視野から社会の発展に貢献したいという意欲に溢れる次のような人を求めてい
ます。

●国際的な視点で地域農林畜産業の振興に貢献したい人
●地域生物資源の循環システムに基づく持続的農業生産に取り組みたい人
●農業と地域社会との共生の仕組みを考えたい人

農林経済学コース

植物開発学コース

循環畜産学コース

農林共生学コース

植物と動物の生産や環境に関する分野で活躍する人材、
琉球孤や地球レベルの生態系保全に貢献できる人材を育成

亜熱帯農林環境科学科
Department of Subtropical Agro-Environmental Sciences

沖縄の亜熱帯島嶼性という環境で学ぶことを望み、農学分野の技術開発及び研究等を行う専門家として
国内外で活躍することを志し、その学習のために必要な基礎学力を有し、主体的に学習に取り組む態度
を身に付け、広い視野から社会の発展に貢献したいという意欲に溢れる次のような人を求めています。

●生物資源・環境の機能や特性の解明に興味を持つ人
●生物生産と自然環境との調和を目指す人
●生物多様性の理解を通じて環境保全に貢献したい人

植物機能学コース

森林環境学コース

動物機能学コース

生態環境科学
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3
求める学生像 Admission Policy

 研究分野

  農業土木学  農村計画学
  農業水文  農業構造学
  水利環境学  水資源工学
  農村環境保全  地域防災
  農業食料工学
  生産システム工学
  農業環境工学  農業情報工学
  農村施設工学  農業機械学
  ポストハーベスト
  スマート農業

機械工学や情報工学を応用し、情報・通信・電子技術等のICTを駆使
した農業生産システムのスマート化や農産物の鮮度・品質を把握し、
流通・加工システムの効率化や情報化を図るとともに、亜熱帯・島嶼
環境に適した持続的生産システムと地域の生物資源の有用な開発・
管理に関する教育・研究を行います。

「JABEE認定プログラム」※として、国際的な技術者教育の基準に
適合した教育を提供します。水・土・大気の基本的な性質の理解を土
台に、土木・環境工学を活用して環境調和型の基盤システムや農地
を整備し、美しい景観と土砂災害のない安心かつ安全な農村の創
成と保全に関する教育・研究を行います。

※JABEE認定プログラム：日本技術者教育認定機構（JABEE）の技術者教育
　における認定基準に適合した学習成果を重視した教育プログラム

農学部

4
求める学生像 Admission Policy

亜熱帯の生物資源の機能特性を分子から生体レベルで追求し、人
類の福祉に有効な機能性素材の開発や利用に関する専門的知識を
修得します。

食品の機能性を健康維持、増進の観点から追求し、新たな食品素材を
開発すると共に、健康生活の向上に関する専門的知識を修得します。

地域特性を生かした発酵食品の開発、ならびに亜熱帯生物資源の
生命現象の解析とその応用に関する専門的知識を修得します。

人間栄養学の観点から食を科学的かつ実践的にとらえ、地域の特性
を考慮した健康・長寿社会の実現に関する専門的知識を修得します。

  糖鎖科学  多糖類機能化学
  遺伝子工学  生物活性物質学

研究分野

  栄養生化学  食品化学  食品機能学
  食品製造・加工学

研究分野

  発酵微生物学  応用微生物学  微生物利用学
  醸造微生物学  タンパク質工学

研究分野

  食品分析学  給食管理・食育  健康栄養学
  食品学・栄養指導  食品成分化学

研究分野

食糧資源・エネルギー・環境が調和した
持続可能な低炭素型社会の実現をめざして	

地域農業工学科
Department of Regional Agricultural Engineering

沖縄の亜熱帯島嶼性という環境で学ぶことを望み、農学分野の技術開発及び研究等を行う専門家とし
て国内外で活躍することを志し、その学習のために必要な基礎学力を有し、主体的に学習に取り組む
態度を身に付け、広い視野から社会の発展に貢献したいという意欲に溢れる次のような人を求めてい
ます。

●農業生産から流通・加工に係わる食料システムの構築に興味がある人
●豊かな農村空間の創出、確かな農村基盤の整備、防災及び農村環境の保全に関心がある人
●農と自然との調和に関する工学的探究に興味がある人

バイオシステム工学コース 地域環境工学コース

亜熱帯の沖縄は生物資源と食資源の宝箱。
私たちと一緒に宝探しの旅に出よう!

亜熱帯生物資源科学科
Department of Bioscience and Biotechnology

沖縄の亜熱帯島嶼性という環境で学ぶことを望み、農学分野の技術開発及び研究等を行う専門家として国内外で活躍することを志し、その学
習のために必要な基礎学力を有し、主体的に学習に取り組む態度を身に付け、広い視野から社会の発展に貢献したいという意欲に溢れる次のよ
うな人を求めています。]

●生物資源の利用・開発及びバイオテクノロジーに関心のある人
●健康の保持増進に有効な機能性食品の開発に興味をもつ人
●発酵科学を通じて食品・医薬産業に貢献したい人

健康栄養科学コースでは現代社会の抱える様々な健康をめぐる諸問題に向き合い、栄養学と食育を通じて社会発展に寄与する意欲のある次の
ような人を求めています。

●栄養学・食育を通じて地域社会の健康の保持増進に貢献したい人

生物機能開発学コース

食品機能科学コース

発酵・生命科学コース

健康栄養科学コース
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琉球大学独自の集積力で豊かな創造性を育む

「知の殿堂」

附属図書館は本館と医学部分館からなり、あわせて約

100 万冊の図書・雑誌が利用できます。

資料の閲覧・貸出のほか、本館には学生のアクティブな

学びをサポートするラーニング・コモンズや、グローバ

ル教育の活動の場であるグローバル・コモンズ津梁など

多様な学修スペースがあります。

また、レポートの書き方や履修方法に関して、大学院生

からアドバイスを受けられる相談窓口も設けています。

附属図書館附属図書館01.
施設紹介

学生や教職員から寄せられるリ
クエストに応えながら、毎年約
1万冊の図書を購入。大学内の
幅広い分野での学修活動を支
援しています。また、紙の資料
だけでなく、館外でもインター
ネットで利用できる電子資料も
豊富です。

豊富な蔵書・電子資料

館内は学修方法に応じて学修
エリアが選べます。一人で集
中して学修できたり、グループ
で会話をしながら学べたり、プ
レゼンテーションに適している
エリアなどさまざまです。無線
LANに接続し、パソコンを使っ
た学修も可能です。

多彩な学修エリア

沖縄関係の文献情報を収録し
たデータベースをインターネッ
ト上で公開。貴重書画像なども
デジタル化し、解説や英訳を付
けています。琉球大学の強みと
もいえる沖縄研究資料の利用
をしっかり支えます。

沖縄研究資料の利用も
しっかりサポート

館内には、留学や語学学習のた
めの資料・支援を充実させたエ
リアもあります。自由に会話が
できるスペースとなっているの
で、グループで声を出しながら
外国語会話の練習をすること
もできます。

学生のグローバル化を
支援

資料や情報の調べ方・使い方が
わからなくても大丈夫。調べ方
や使い方をわかりやすく説明し
たガイドブックや講習会などを
用意しているほか、サービスカ
ウンターでも随時サポートして
います。

きめ細かな学修サポート

大学院生が学生たちにレポー
トの書き方や学修方法をアド
バイスする「ラーニング・サポー
トデスク」を館内に開設。大学
院生による学修支援セミナー
も定期的に実施しているので、
気軽に参加できます。

学生の立場に即した
ピアサポート

充実した学修支援体制

附属図書館には学修や研究に必要な多様なコ
ンテンツがあります。図書や雑誌の他、教養を
身につけるのに最適な文庫・新書、沖縄の新聞
および全国紙も利用できます。紙の資料だけ
でなく、電子書籍や調べものに役立つ各種デー
タベースも整備しています。
また、SDGs や沖縄の歴史・文化などを取り上
げた図書館独自の企画展も開催しています。
ホームページや Instagramも開設しているの
で要チェック！

ホームページ Instagram

コ ラム
column
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沖縄の自然と文化をテーマに約20万点の学術資料を収蔵

「研究と創造の宝庫」

琉球大学には附属の博物館があります。

農学部のすぐ近くにあるレンガ造りの丸い建物

が博物館で、通称「風樹館」と言います。

ここには、約20万点の資料が収蔵されており、

学内外の教育や研究に活用されています。

また、地域の学校教育や生涯学習への教育支

援活動なども行っており、地域に開かれた大学

博物館を目指しています。

博物館（風樹館）博物館（風樹館）02.
施設紹介

1階の常設展示室では、沖縄の自然や文化を特徴づける約4,000点の資料が展示されています。展示資料の中には、世界で最初に

発見されたイリオモテヤマネコの標本や首里城に設置されていた日時計の破片など、貴重な資料が数多く含まれています。また、す

ぐ隣には「学校ビオトープ見本園」が設置されており、さまざまな昆虫や植物、島ヤギなどが観察できます。

上段2枚は自然系展示室、下段は文化系展示室
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西表島

千原・上原キャンパス外施設03.
施設紹介

瀬底研究施設 Sesoko Station

西表研究施設

亜熱帯フィールド
科学教育研究センター
与那フィールド Yona Field

瀬底研究施設には、サンゴ礁生物研究の国際的拠点となる共同研究施

設を整備し、24時間体制で研究できる宿泊室も完備しています。多くの国

内外の学生や研究者が施設を利用し、サンゴ礁のフィールド調査や海水

を利用した生物飼育実験などを行い、研究を推進しています。

日本最大の亜熱帯照葉樹林・マングローブ林を有し、その周りを良好なサンゴ礁に
囲まれた西表島は、様々なフィールド研究を行うのにもってこいの島です。西表研究
施設は宿泊・実験施設を備えており、国内外の学生や研究者に活用されています。

日本の大学の中で唯一、亜熱帯に位置する大学演習林。
他の大学や研究機関とも連携し「日本最南端の森林データ」を提供しています。
農学部を主に、学生がフィールドワークや実習で利活用しています。

海 外 拠 点 ○台北サテライトオフィス

○ハワイリエゾンオフィス

○ラオスサテライトオフィス

○ドイツサテライトオフィス

○ブラジルサテライトオフィス

熱帯生物圏研究センター
日本で唯一、熱帯・亜熱帯環境下にある共同利用・共同研究拠点。
瀬底島と西表島にある各研究施設と千原キャンパス内のふたつの研究施設が連携し、地域の生物の生態的特性
や多様性、人の健康、人と環境の相互作用などの解明を進めています。

Tropical Biosphere Research Center

Iriomote Station
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取得可能な教員免許状 教員免許状以外の資格等

区分　（A）卒業単位を修得すること（卒業）により得られる資格　（B）卒業単位の修得＋当該教員免許取得に必要な科目の履修により得られる資格
＊は他専修教科から選択（例：国語を選択すれば「国語」が取得できる）
＊＊は特別支援一種：特別支援学校教諭一種（知的障害者）（肢体不自由者）（病弱者）は小学校か中学校のどちらか一方の一種免許が基礎資格となるため、同時に卒業単位で取得できる。

区分
（1）卒業単位を修得すること（卒業）により得られる資格	 （10）国が認定する1〜9以外の資格又は試験
（2）卒業単位を修得することにより試験の一部が免除される試験	 （11）卒業単位の修得＋必要な科目の履修により得られる免許
（3）卒業単位の修得＋必要な科目の履修により得られる資格	 （12）卒業単位の修得＋必要な科目の履修により得られる受験資格
（4）卒業単位を修得することにより受験資格のある試験	 （13）前提となる免許を取得後、1年以上の実務経験を経て、得られる受験資格
（5）卒業単位を修得後、実務経験を必要とする資格	 （14）学部における所定単位の修得／卒業、及び大学院における所定単位の修得／
（6）卒業単位を修得後、実務経験を必要とする試験	 	 修了により得られる受験資格、あるいは学部における所定単位の修得／卒業後、
（7）卒業単位を修得後、指定の職就任を要件とする資格	 	 実務経験を経て得られる受験資格
（8）前提となる資格を取得して得られる資格
（9）前提となる資格を取得後、実務経験を必要とする資格

※2023年4月1日現在。最新の資格等については、各学部へお問い合わせください。 ※2023年4月1日現在。最新の資格等については、各学部へお問い合わせください。

学部 学科・課程・専攻・コース・専修 中学校教諭一種
（区分）

高等学校教諭一種
（区分） その他（区分）

人
文
社
会

学
部

国際法政学科
ー

ー
人間社会学科 公民（B）
琉球アジア文化学科 国語（B） 国語（B）

国
際
地
域
創
造

学
部

国際地域
創造学科

観光地域デザインプログラム
ー

ー経営プログラム
経済学プログラム（昼間主コース） 社会（B）
国際言語文化プログラム（昼間主／夜間主コース） 英語（B） 英語（B）
地域文化科学プログラム 社会（B） 地理歴史（B）

教
育
学
部

学
校
教
育
教
員
養
成
課
程

小
学
校
教
育
コ
ー
ス

学校教育専攻
教育実践学専修 ＊（B） ＊（B） 小学校一種（A）幼稚園一種（B）
子ども教育開発専修 ＊（B） ＊（B） 小学校一種（A）幼稚園一種（B）

教
科
教
育
専
攻

国語教育専修 国語（B） 国語（B） 小学校一種（A）幼稚園一種（B）
社会科教育専修 社会（B） 地理歴史（B）公民（B） 小学校一種（A）幼稚園一種（B）
数学教育専修 数学（B） 数学（B） 小学校一種（A）幼稚園一種（B）
理科教育専修 理科（B） 理科（B） 小学校一種（A）幼稚園一種（B）
音楽教育専修 音楽（B） 音楽（B） 小学校一種（A）幼稚園一種（B）
美術教育専修 美術（B） 美術（B）工芸（B） 小学校一種（A）幼稚園一種（B）
保健体育専修 保健体育（B） 保健体育（B） 小学校一種（A）幼稚園一種（B）
技術教育専修 技術（B） 工業（B） 小学校一種（A）幼稚園一種（B）
生活科学教育専修 家庭（B） 家庭（B） 小学校一種（A）幼稚園一種（B）
英語教育専修 英語（B） 英語（B） 小学校一種（A）幼稚園一種（B）

中
学
校
教
育
コ
ー
ス

教
科
教
育
専
攻

国語教育専修 国語（A） 国語（A） 小学校一種（B）幼稚園一種（B）
社会科教育専修 社会（A） 地理歴史（B）公民（B） 小学校一種（B）幼稚園一種（B）
数学教育専修 数学（A） 数学（A） 小学校一種（B）幼稚園一種（B）
理科教育専修 理科（A） 理科（A） 小学校一種（B）幼稚園一種（B）
音楽教育専修 音楽（A） 音楽（A） 小学校一種（B）幼稚園一種（B）
美術教育専修 美術（A） 美術（A）工芸（B） 小学校一種（B）幼稚園一種（B）
保健体育専修 保健体育（A） 保健体育（A） 小学校一種（B）幼稚園一種（B）
技術教育専修 技術（A） 工業（B） 小学校一種（B）幼稚園一種（B）
生活科学教育専修 家庭（A） 家庭（A） 小学校一種（B）幼稚園一種（B）
英語教育専修 英語（A） 英語（A） 小学校一種（B）幼稚園一種（B）

特別支援
教育コース 特別支援教育専攻 特別支援教育専修 ＊ ＊（A/B） ＊ ＊（B） 小学校一種（A/B）幼稚園一種（B）

特別支援一種（A）

理
学
部

数理科学科 数学（B） 数学（B）
物質地球科学科

理科（B） 理科（B）
海洋自然科学科

医
学
部

医学科
ー ー

保健学科 養護教諭一種（B）

工
学
部

工
学
科

機械工学コース

ー

工業（B）
エネルギー環境工学コース 工業（B）
電気システム工学コース 工業（B）
電子情報通信コース 工業（B）
社会基盤デザインコース 工業（B）
建築学コース 工業（B）
知能情報コース 情報（B）

農
学
部

亜熱帯地域農学科

ー 農業（B）
亜熱帯農林環境科学科
地域農業工学科
亜熱帯生物資源科学科（健康栄養科学コースを除く）
亜熱帯生物資源科学科（健康栄養科学コース） 栄養教諭二種（B）

学部 学科・課程・専攻・コース・専修 資格・試験名（区分）

人
文
社
会

学
部 人間社会学科

社会学プログラム 社会福祉士（社会福祉学コース：12）

心理学プログラム 認定心理士（3）公認心理師（14）

琉球アジア文化学科 博物館学芸員（3）※国際地域創造学部地域文化科学プログラムの担当者に要相談

国
際
地
域
創
造
学
部

国際地域創造学科

観光地域デザインプログラム

博物館学芸員（3）※国際地域創造学部地域文化科学プログラムの担当者に要相談
　　　　　　　　　　※観光地域デザインプログラムについては指導教員に要相談

経営プログラム

経済学プログラム

国際言語文化プログラム

地域文化科学プログラム 博物館学芸員（3）GIS学術士（3）

教
育

学
部 学校教育教員養成課程 学校図書館司書教諭（8）博物館学芸員（美術教育専修：3）

理
学
部

物質地球科学科
物理系 博物館学芸員（3）測量士補（1）測量士（5）

地球環境系 博物館学芸員（3）

海洋自然科学科
化学系 博物館学芸員（3）毒物劇物取扱責任者（7）危険物取扱者〈甲種〉（4）

生物系 博物館学芸員（3）

医
学
部

医学科 医師（4）

保健学科 看護師（4）保健師（12）助産師（12）臨床検査技師（4）健康食品管理士（12）
※助産師については、将来的に大学院課程への移行を検討しています。

工
学
部

工学科

機械工学コース 自動車整備士（4）航空整備士（10）ボイラー技士（9）機械設計技術者3級（10）
技術士（10）航空無線通信士（10）危険物取扱試験（10）基本情報技術者試験（10）他

エネルギー環境工学コース ボイラー・タービン主任技術者（5）衛生管理者（6）冷凍空調技士（10）他

電気システム工学コース 電気主任技術者〈指定科目の修得が必要〉（5）電気通信主任技術者〈指定科目の修得が必要〉（2）
第二種電気工事士〈指定科目の修得が必要〉（2）2級電気工事施工管理技士（4）

電子情報通信コース 電気主任技術者〈指定科目の修得が必要〉（5）電気通信主任技術者〈指定科目の修得が必要〉（2）
第二種電気工事士〈指定科目の修得が必要〉（2）2級電気工事施工管理技士（4）

社会基盤デザインコース 技術士補（1）技術士（6）測量士補（3）測量士（5）1・2級土木施工管理技士（6）
コンクリート診断士（6）建築設備士（6）土地区画整理士（6）他

建築学コース 一級建築士（4）二級建築士（4）木造建築士（4）1・2級建築施工管理技士（6）
1・2級土木施工管理技士（6）建築設備士（6）土地区画整理士（6）他

知能情報コース 基本情報技術者試験（10）応用情報技術者試験（10）
ネットワークスペシャリスト試験（10）他

農
学
部

亜熱帯地域農学科 飼料製造管理者任用資格（7）家畜人工受精師〈受講科目の一部免除〉（10）樹木医補（3）
家畜受精卵移植師〈受講科目の一部免除〉（10）2級・3級造園技能士（10）

亜熱帯農林環境科学科 樹木医補（3）飼料製造管理者任用資格（7）家畜人工受精師〈受講科目の一部免除〉（10）
食鳥処理衛生管理者任用資格（7）家畜受精卵移植師〈受講科目の一部免除〉（10）

地域農業工学科 測量士補（地域環境工学コース：1）
技術士〈技術士の第一次試験免除（日本技術者教育認定基準「JABEE」）認定プログラム修了者〉（6）

亜熱帯生物資源科学科 食品衛生管理者（10）食品衛生監視員（10）環境衛生監視員（10）健康食品管理士（12）
毒物劇物取扱責任者（7）危険物取扱者〈甲種〉（4）上級バイオ技術者（4）

亜熱帯生物資源科学科　健康栄養科学コース
栄養士（11）管理栄養士（13）健康食品管理士（12）毒劇物取扱責任者（7）
危険物取扱者〈甲種〉（4）上級バイオ技術者（4）
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